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　遍（あまね）プロジェクトは，歴史資料の先端的な

活用を目指した学術プロジェクトとして 2006年に

設立された 1）．現在，歴史学（日本史）・情報システ

ム学・観光情報学や美術学など，人文科学系と理工

学系双方の研究分野から複数の研究者や技術者・学

芸員が参加しており，分野横断的な学術コミュニテ

ィを形成している．　

　これまで古文書や掛図などの歴史資料は，大学や

博物館など学術機関で取り扱われる研究対象であ

り，収集・保存・展示されることが一般的な学術資

料として認知されてきた．「難解な」「取っ付きにく

い」と世間一般に捉えられていたそれら歴史資料を

活用して，遍プロジェクトでは歴史観光情報コンテ

ンツの作成および実証実験を実施している．本稿で

は，石川・金沢地域の歴史資料「梅田日記」をもとに

した「梅田日記ぶろぐ」およびスマートフォン歴史観

光ガイドアプリを事例として，情報技術による歴史

資料の新たな活用について紹介する．

 ■学術的な根拠と地域歴史観光

　近年，日本各地域では地域固有の歴史遺産や文化

に注目し，学術的な視点を取り入れた新しいコンセプ

トの歴史観光が創出されている 2）．以前から日本にお

ける地域観光は，その地域固有の歴史との密な関係

の上に成立しており，城跡や寺院などの史跡巡りや祭

り・演舞の観覧ツアーなど，全国の各地域で歴史観

光が生み出され，毎年多くの観光客が歴史的な観光

名所に訪れている．しかし，その反面，従来の歴史

観光では，根拠とする史実・伝説・創作などが混在し，

それらの学術的な妥当性の検証が十分に行われてい

るとは言いがたい状況にある．さらに，取り上げる史

実の対象や範囲についても，特定の有名な人物やエ

ピソードに偏っていることは否定できない．もっとも，

一方では歴史観光に対して学術的な妥当性を求める

こと自体が，娯楽性を損なわせる“ 野暮な行為 ”であ

るという風潮がこれまであったことも事実である．

　このような歴史観光の現状に対して，遍プロジェ

クトでは歴史観光情報コンテンツの創出に際して，

企画当初から次の 3点を強く意識して活動を実施

している．

1. 具体的な歴史資料や研究成果をツアーやディジタ

ルコンテンツなどの根拠とする．

2. 現代との共通性を明らかにして，利用者に共感を

与えることを重視する．

3. 学術的な検証可能性を確保し，地域の歴史を学習

する機会の創出をする．

　以下，「梅田日記」を具体的な例として，歴史資料

の概要と活用について述べる．

 ■歴史資料の活用と課題

■■ 歴史資料「梅田日記」の概要
　「梅田日記」は，江戸時代末期の元治元年（1864
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年）6月 15日から慶応 3年（1867年）正月までの間，

金沢町人能登屋甚三郎（梅田甚三久）が記した日記で

ある．その内容は，役務や政治情勢のほか，交際・

衣食住・冠婚葬祭・年中行事・行楽などの私生活に

関するものであり，全 4冊（1巻目欠）から構成され

る．昭和 45年（1970年）若林喜三郎金沢大学教授

（当時）により『梅田日記－幕末金沢町民生活風物誌』

として翻刻・刊行され，その後，遍プロジェクト編

『梅田日記 －ある庶民がみた幕末金沢』として刊行

されている 3），4）．若林氏の解説によれば日記の筆

者である甚三郎は，能登口郡番代手伝を務め，今日

でいうならば農政関係の下級公務員という職業の

“極めて平凡な一庶民 ”であった．以下に，「梅田日

記」中の庶民生活に関する記述の一部（口語訳文 :慶

応元年 5月 11日）を示す．

　慶応元年（1865年）5月 11日　

　雨やみ曇り，風がとても冷たい

　この行列を森本（下）町（金沢市東山・森山のあ

たり）の清水屋喜助宅で見物．そこから，針屋次右

衛門・有松屋弥一郎・新川粂吉と 4人で，味噌蔵

町（金沢市大手町・兼六元町・橋場町・材木町・尾

張町のあたり）から百間堀を通り，本多家下屋敷の

あたりを経て，犀川上流の九里覚右衛門様のお屋

敷前（新竪町・菊川・幸町あたり）に出た．そこで，

粂吉が，今日江戸から帰ってきた縁者・広岡某の

家を訪ねるというので別れ，残り 3人で，犀川上

の一文橋（桜橋）を渡ってごりやを見歩いた．さて，

上のごりやに，鮴（ごり）鯎（うぐい）を養殖してい

るという大池があったので，そこで屋形船に乗り

しばし楽しむ．そこから野田寺町・十一屋（金沢市

十一屋町・寺町のあたり）へ行き，草花屋で草花を

見物．その後，寺町の鍔屋（鍔甚）へ行き，宴会と

なった．メニューは次の通り．

　煎茶，煙草盆，1鉢［鱚（キス），木瓜（ぼけ）の細切，

海素麺（海藻）］，1鉢［くじ鯛の煮立］，吸物［鯛］，飯，

汁［すまし，くずし］，煮物［麩，妻白（春菊），松露，

鯛］　〆値段は銀 20目．さてまた南町の松本屋へ

寄って一服．蒸菓子を食べ，麦湯あるいは白湯，ま

たは好みによりお茶なども飲み，代銀を払って出る．

戻りかけ，犀川で狂談がたくさんあったけれども略

す．帰宅は，午前 0:00頃となった．（一部抜粋）

　「梅田日記」には，このような食事や交遊・行事・

事件など幕末の石川・金沢地域の市中の様子や庶民

の日常生活に関する記述が多数含まれており，歴史

学・民俗学など学術的に貴重な資料であることはも

ちろん，過去の人物や社会に対する興味や共感・愛

着を読む者に与えることから，歴史観光情報コンテ

ンツの素材としても非常に興味深い歴史資料である．

■■ 歴史観光情報コンテンツ化へのハードル
　しかしながら，この「梅田日記」など実際の歴史資

料を歴史観光情報コンテンツとして活用するために

は，いくつかのハードルを越える必要がある．図 -1

に歴史研究者による資料解析プロセスを示す．まず

第 1のハードルとして，多くの日本の歴史資料と同

様に「梅田日記」の原本は，図 -2に示すように “くず

し字 ”で筆記されており，歴史研究者などの専門知

識・技能を有した者以外による解読・理解が非常に

難しいという問題がある．“くずし字 ”は近世以前の

歴史資料の記述に一般的に用いられている筆記方法

であるが，筆跡の癖や，日記や覚え書きのような第

三者が読むことを想定していない不定形な文章など，

資料ごとにさまざまな特徴・性質が存在する．さらに，

長年の保管状況によっては資料自体の破損・摩滅が

著しいものや，「梅田日記」のように使用済みの紙（裏

紙）を利用して記述された資料など，記述文字の判読

が物理的に困難または不可能な場合も多々ある．

　第 2のハードルとして，歴史資料の生まれた時

代の風俗・思想・政治などの時代背景を理解する必

要があるという点である．たとえば，前述した「梅

田日記」の文頭に “ 行列 ” という単語が出現してい

るが，これは加賀藩 13代藩主前田斉泰が江戸から

帰藩した参勤交代行列であり，金沢住民にとっては，

かなり大きな出来事であったことがこの記述から推

測される．歴史観光情報コンテンツ上にこれらの情

報を掲載するためには，加賀藩を中心とした，江戸
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期の石川・金沢地域の政治体制や，“参勤交代 ”と

いう政策，さらには，“士農工商 ”という厳格な身分

制度など，当時の政治・社会に関する基礎的な背景・

知識をコンテンツ制作者と利用者が共有していると

いう前提が必要である．時代背景などの “基礎知識 ”

を意識的・明示的にコンテンツ中において伝達する

努力は，これまでの観光コンテンツでは十分に行わ

れてこなかった．これは幸いにも本国では教育の普

及によって，“士農工商 ”などの基礎的な歴史知識が

市民の間で共有されているためであるが，近年急速

に増加している外国人観光客に対しては，これらの

知識の共有は当然のことながら期待できない（たと

えば，藩主前田斉泰と能登屋甚三郎の間には，きわ

めて大きな身分的・階級的な隔たりが存在する，と

いう暗黙の知識・概念の共有は，多くの場合におい

て期待できない）．国籍や嗜好などが多様化した現代

の観光客が持っている知識背景をどのように想定し，

ディジタルコンテンツ上の表現に反映させることが

できるかがディジタルコンテンツ分野にとどまらず，

日本の歴史観光にとっての非常に重要な課題である．

■■ 歴史研究者との連携
　以上のように，歴史資料を歴史観光情報コンテン

ツの素材として活用するためには，歴史研究者・情

報処理技術者（ディジタルコンテンツ制作者）・観光

企画立案者の 3者の密な連携や基礎的な知識の共

有が不可欠である．

　一方，大学や博物館などの学術研究機関の現状を

鑑みた場合に，歴史観光の関連した業務に従事，あ

るいは観光やディジタルコンテンツに興味があり連

携可能な環境にいる歴史研究者はごくわずかである．

そのため，遍プロジェクトの活動では単なる知識提

供を目的とした研究者間の連携のみではなく，大学

等に所属しない在野の研究者も参加する研究会の開

催や，複数の学術分野で連携した外部資金の獲得な

ど，それぞれ研究者が自らの専門分野での研究活動

として，歴史観光情報コンテンツの制作にかかわれ

る環境作りを目指している．

図 -1　歴史研究者による歴史資料の解析プロセス

図 -2　「梅田日記」原文画像，元治元年 6月 15 日の一部
　　　（金沢大学資料館所蔵）
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 ■ディジタルコンテンツの制作

　以上の点に留意し，遍プロジェクトでは，まず「梅

田日記」をもとにした歴史観光情報コンテンツ「梅田

日記ぶろぐ」を構築した．図 -3にブログ画面の外観

を示す．ディジタルコンテンツ化の手段として，ブ

ログ形式を選択した理由は，①インターネット上の

コンテンツ配信システムとして広く認知・普及して

いること，②「梅田日記」自体が 1日単位で記述され

た日記であること，③コンテンツの編集や読者から

のコメント受付を容易に実現できること，などの理

由である．「梅田日記ぶろぐ」では，歴史資料が持つ

学術的な興味深さとブログ記事としての楽しさ・面

白さを表現するため，図 -4に示すように原文画像

と翻刻文・口語訳文を同時に掲載する．それらは表

現方法においては異なるが内容的な意味は同一であ

る．また記事中には，当時の地名や風習など歴史学

的知識が不可欠な語句・単語が出現するが，その際

ブログ画面上の文章に対して，アノテーション（注

釈）をポップアップウィンドウとして付与し，閲覧

者への理解支援を行った．図 -5にブログ記事中へ

のアノテーション表示の例を示す． これらディジ

タルコンテンツ技術を利用して歴史資料をブログ化

することは，歴史観光が持つ課題の 1つである「歴

史情報の難解さ」の解消に貢献することが期待され

る．たとえば，「卯辰山」という地域の歴史情報に関

する解説については，一般的には「石川県金沢市に

ある標高 141mの山であり，安政 5年の “安政の泣

き一揆 ”など政治的な面においても象徴的な存在で

あった」となるが，この解説のみで「卯辰山」を歴史

知識に乏しい観光客が理解することは難しい．しか

し，「安政 5年とは，西暦に直すといつになるか？」・

「“安政の泣き一揆 ”とは，どのような事件でその背

図 -3　「梅田日記ぶろぐ」画面外観

図 -4　口語訳文（上段）・翻刻文（中段）・原文画像（下段）
の同時掲載

図 -5　記事中へのアノテーション表示
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景には何があったのか？」を同時に解説することで，

「卯辰山」の歴史的な背景を含めて理解するための敷

居は低くなり，より多くの人々が関心を抱くことが

期待できる．このような観光客の知識背景を想定・

配慮して，解説内容のレベルを設定する手法は，実

際の観光ガイドを伴った地域歴史観光では日常的に

行われている．歴史観光情報コンテンツにおいても，

個々の利用者の知識背景を考慮することで，ユーザ

フレンドリーな情報提供環境を実現することが重要

である．

 ■スマートフォンを活用した歴史観
光の事例

■■ 外国人観光客への観光ツールとして
　近年，多くの自治体では，外国人観光客誘致に

よる地域活性化に取り組んでいる．特に，観光情

報サイトの多言語化推進とスマートフォンの普及によ

り，外国人観光客が訪問した地域で使用する携帯型

歴史観光ガイドシステムに注目が集まっており，GPS

からの位置情報を使った観光施設情報の検索や，AR

（Augmented Reality） 技術を活用した観光情報提供

システムなどが開発されている．

　遍プロジェクトでは，スマートフォンによる歴史

資料を活用した英語の歴史観光ガイドシステムを開

発し，実際に外国人被験者を対象に実証実験を実施

した．その一部を紹介する．

■■ 歴史資料を活用した歴史観光ガイドシステム
　開発した歴史観光ガイドシステムの概要を図 -6

に示す．本システムは金沢を訪れる外国人観光客向

けに，ガイドブックやWebサイトには掲載されて

いない古写真や古地図などの歴史資料を用いて，歴

史的価値があるスポットを英語で紹介するものであ

る．iPhoneアプリとして構成されており，金沢市

中心部の 14カ所の歴史解説スポットが登録されて

いる．歴史解説スポットは，地図からとリストか

らの 2つの方法により表示でき，地図による選択

機能では，Googleマップ上に歴史解説スポットと

GPSを用いた現在位置を表示して場所のナビゲー

ションを行う．リストによる選択機能では，14カ

所のスポットの歴史資料のサムネイルとタイトルか

ら選択が可能である．解説画面では，そのスポット

の 200words程度の歴史的解説と関連する歴史資料

画像が表示される．解説画面上の史料画像をタップ

すると，全画面表示され，資料画像右上の情報アイ

コン（iマーク）をタップすると，資料タイトル，所

蔵者，資料の簡単な説明文が表示される．

　使用した観光素材は，「古写真」11点，「古地図」

2点，「歴史上の人物の肖像画・写真」3点，「当時

図 -6　歴史観光ガイドシステムの概要
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の建物や街並みなどが描かれた古絵図」1点の合計

17画像と「英訳した歴史文献」1点を用いた．歴史

資料以外にも，金沢の名前の由来の「漢字」を表した

画像 1点も用いた．「英訳した歴史文献」として，金

沢の象嵌職人が明治から昭和にかけて書いた日記の

一部を英訳し使用した．

■■ 歴史観光ガイドシステムを用いたツアー
　2010年 10月 29日に石川県金沢市の金沢城周辺

において，外国人を対象としたツアーを実施した．

参加者には，開発したシステムのアプリがインスト

ールされた iPhoneを貸し出し，ツアー中に使用し

てもらった．参加者にシステムの操作方法をあらか

じめ説明し，その後，2時間のツアーを行った．シ

ステムに登録されている 14カ所のスポットのうち，

移動時間が短い 10カ所を巡った．ツアー後，アン

ケート調査を実施した．さらにその後，自由参加の

グループインタビューを実施した．ツアーの様子を

図 -7に示す．アンケート調査およびグループイン

タビューでの意見をもとに，コンテンツの追加とシ

ステムの改良を行い，現在，iPhoneアプリとして

配信している 5）．

　

 ■まとめ

　日本は歴史豊かな国と諸外国から認知され，その

重要な根拠となる古文書などの歴史資料は，戦災や

自然災害の影響があるものの，全国各地に数多く現

存している．それらは社会全体で共有するべき貴重

な情報資源であることは疑いのない事実であるが，

その収集・整理・保存に関する状況は，多くの場合

良好であるとは言いがたく，2011年 3月に発生し

た東日本大震災の際には，多数の貴重な人命ととも

に多くの歴史資料も破損・消失した．

　このような歴史資料が置かれている過酷な現状に

対して，歴史資料を新しい観点から歴史観光分野や

ディジタルコンテンツ分野で活用し，現代社会にお

ける実践的な役割を再定義することで，歴史資料の

新たな社会的価値が創出されることを遍プロジェク

トは期待している．そのためには，たとえば，どの

地域に，どのような歴史資料（年代・特徴・状態など）

がどれだけ存在し，それらを活用した事業可能性が

どの程度あるか？　など，社会的な活用を想定した

より実践的な調査・研究を，これまでの伝統的な歴

史研究とは異なった視点・アプローチで実施する必

要があることを痛感している．

　遍プロジェクトの活動では，多様な学術分野や立

場の研究者・事業者が参加したことにより，学術ベ

ンチャー企業の設立など多くの成果を生み出してい

る．今後もこのような分野・組織横断的なコミュニ

ティが有する可能性を，学術資源に関するさまざま

な取り組みを通して明らかにしていきたい．
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